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立柑

(1) 

去
る
十
月
四
日
、
現
在
の
七
十
市
町
村
を

十
三

1
十
五
に
集
約
す
る
合
併
パ
タ
ー
ン
試

案
を
県
が
公
表
し
ま
し
た
。
県
内
の
市
町
村

は
合
併
を
繰
り
返
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
が
、
本
村
は
、
戦
後
県
内
で
唯
一
、
肱
川

村

(現
在
の
肱
川
町
)
か
ら
分
村
し
、
成
立

し
た
自
治
体
で
す
。

立
村
は

一
九
五
一
年
一

月
一
日
。

戦
後
間
も
な
い
、
経
済
的
に
も
大
麦
な
時

代
で
の
河
辺
村
の
誕
生
は
、
地
方
自
治
が
い

か
に
大
事
か
を
示
し
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

そ
し
て
、
ぞ
れ
か
ら
半
世
紀
。

そ
の
問
、
五
十
年
の
歩
み
の
中
で
、
豊
か

な
暮
ら
し
と
、
社
会
基
盤
の
充
実
が
図
ら
れ
、

今
日
の
発
展
を
み
る
に
至
っ
た
の
は
、
先
人

の
方
々
の
ご
努
力
、
そ
し
て
村
民
の
皆
様
の

ご
協
力
あ
れ
ば
こ
そ
で
、
併
せ
て
、
連
帯
意

識
の
賜
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
大
切
さ
を
痛

感
し
て
い
ま
す
。
「
行
財
政
の
効
率
化
が
図
れ

る」、

「
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な
る
」
と

い
っ
た
長
短
も
あ
り
、
期
待
と
懸
念
が
斐
錯

す
る
平
成
の
大
合
併
で
す
が
、
い
ず
れ
に
せ

よ
、
住
民
あ
っ
て
の
自
治
体
で
す
。
民
意
に

沿
っ
た
、
そ
し
て
反
映
で
き
る
自
治
組
織
づ

く
り
を
皆
さ
ん
と

一
緒
に
な
っ
て
築
い
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。
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(2) 平成12年11月25日/ミミ

河
辺
村
は
、
昭
和
二
十
六
年
一

月
一
日
肱
川
村
よ
り
分
村
し
て
五

十
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た。
今
回
、
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に

併
せ
て
「
村
制
五
十
周
年
を
祝
う

集
い
」
を
テ
l
マ
に
、
河
辺
小
学

校
を
会
場
と
し
て
「
河
辺
村
政
五

十
周
年
記
念
式
典
」
、
「
施
設
総
合

落
成
式
」
、
「
健
康
・
文
化
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
、
屋
内
体
育
館
に
お
い
て

行
わ
れ
愛
媛
県
知
事
代
理
を
は
じ

め
山
本
公
一
衆
議
院
議
員
、
関
谷

勝
嗣
参
議
院
議
員
外
多
数
の
来
賓

者
を
迎
え
て
、
ま
ず
、
稲
田
村
長

の
式
辞
に
始
ま
り
そ
の
後
、
多
年

に
わ
た
り
村
政
の
発
展
に
尽
く
さ

れ
た
方
々
に
功
労
賞
、
本
村
の
事

業
推
進
に
あ
た
り
多
大
な
協
力
の

あ
っ
た
方
々
に
感
謝
状
の
贈
呈
が

あ
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
に
は
「
二
十
一
世
紀

の
河
辺
村
」
と
題
し
て
、
河
辺
小

学
校
六
年
稲
田
良
子
さ
ん
、
河
辺

中
学
校
三
年
中
津
恵
美
さ
ん
の
大

変
夢
の
あ
る
意
見
発
表
を
し
て
い

わカヨ第 140号

た
だ
き
ま
し
た
。
式
典
終
了
後
は
、

記
念
催
し
と
し
て
内
子
高
校
の
太

鼓
、
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
演
奏
も
行
わ
れ
皆
さ
ん

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
か
と
思
い

ま
す
。一
方
、
校
舎
と
グ
ラ
ン
ド
に
お

い
て
は
例
年
行
わ
れ
て
い
る
「
健

康
・
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
、
あ
い
に
く
の
雨
に
た
た

ら
れ
ま
し
た
が
、
農
林
産
物
の
展

示
、
趣
味
の
作
品
展
ま
た
婦
人
会

に
よ
る
バ
ザ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
楽

し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

式典

バザーに舌鼓趣昧の達人!!力作揃し、健康管理OKですか 7

迫力いっぱいの内子高和太鼓本場の音色にうっとりダンスパワ全開!

今年も豊作ですおひとついかが 7地震を体験11生のF3に感激11



わ 第 140号

収
入
役

松

本

明

れミ

晩
秋
の
候
、
皆
様
に
は
ま
す
ま

す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
村
長
の
ご
選
任
を

い
た
だ
き
議
会
議
員
の
皆
様
の
ご

同
意
を
得
て
十
月
一
日
付
け
で
収

入
役
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
誠

に
あ
り
が
た
く
光
栄
に
存
じ
て
お

り
ま
す
。

ふ

f
Hま
で
の
三
卜
L

ハ
年
六
ヶ
月

の
問
、
村
氏
の
皆
様
に
は
公
私
に

わ
た
り
格
別
の
ご
懇
情
を
賜
り
ま

し
て
、
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
今
の
私
が
あ
る
こ
と
を
改
め

て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
二

今
後
、
河
辺
付
を
取
り
巻
く
情

勢
は
厳
し
さ
を
増
す
一
方
で
、
ま

す
ま
す
難
し
い
局
面
を
迎
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
心
豊
か

な
村
u

つ
く
り
に
微
h
M
非
才
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
責
務
の
雫
大
さ
を

府
に
銘
じ
全
力
を
傾
比
し
て
任
務

の
遂
行
に
努
力
い
た
す
覚
悟
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
よ
り
一

層
の
ご
支
援
と
ご
鞭
捷
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す

力、

教
育
長

本

屯

拙

宗

平!え12年11月25日(3) 

去
る
十
月
二
十
一
日
付
け
を
も

ち
ま
し
て
、
前
加
茂
教
育
長
の
後

任
と
し
て
、
不
肖
私
が
教
育
長
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
身
に
余
る

光
栄
に
存
じ
ま
す
と
同
時
に
職
責

の
J

東
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り

ま
す
c

私
、
教
育
行
政
に
つ
き
ま
し
て

全
く
の
素
人
で
あ
り
、
一
抹
の
不

安
を
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
、

最
善
の
努
力
を
し
て
、
お
互
い
の

人
権
を
重
ん
じ
、
生
命
を
大
切
に

す
る
心
の
教
育
の
推
進
、
そ
の
他

山
積
す
る
教
育
問
題
と
取
り
組

み
、
二
十
一
世
紀
を
心
豊
か
に
、

た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
人
前
つ
く
り

を
課
題
と
し
て
、
家
庭
と
学
校
と

地
域
社
会
が
相
互
に
連
携
を
深
め

て
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
の
推
進

を
め
ざ
し
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
全
身
全
霊
を
傾
注
し
て
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
と
決
意
い
た
し

ま
し
た
。

ど
う
か
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支

援
、
ご
指
崎
一
す
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
恥
い
申
し
上
げ
ま
す
c

終
り
に
村
民
各
位
の
今
徒
ま
す

ま
す
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
ご
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
宿
に
お
い
て
、
結

婚
五
ト
年
の
ご
夫
婦
を
ご
案
内
し

て
金
婚
祝
育
会
を
開
催
し
ま
し

た。
当
日
は
十
一
一
辺
岨
の
う
ち
十
組
の

ご
出
席
を
頂
き
、
記
念
写
真
撮
影
、

村
長
式
辞
、
金
婚
者
を
ご
紹
介
し

た
後
、
自
治
功
労
者
森
川
量
生
様
、

宮
岡
末
光
様
に
村
長
か
ら
感
謝

状
、
金
婚
者
の
方
々
に
記
念
品
の

贈
口
い
が
あ
り
、
来
賓
祝
辞
、
最
後

に
金
婚
者
を
代
表
し
て
吉
岡
末
光

様
よ
り
謝
辞
が
あ
り
、
式
終
了
後

の
懇
親
会
で
は
忽
い
出
話
に
花
が

朕
き
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
金
婚
式
を
迎
え
ち

\ミミミ::コ仁三~手ノ子、

れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。
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榎
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夫
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お
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と
う
ご
ざ
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ま
す
。
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(4) 

関
に
も
欝
け
す
⑩

平成12年11月25日

雨
天
中
止
と
な
っ
た
汁
民
運
動

会
に
代
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
館
に

於
て
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
む

/'( わか第 140号
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措7輪
る:
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長なわとび

ム
ノ
年
度
か
ら
充
足
し
た
ス
ポ
ー

ツ
振
興
会
の
突
流
会
が
河
辺
中
学

校
体
育
航
で
行
わ
れ
ま
し
た
f

一

当
日
は
、
参
加
者
全
員
で
く
じ

を
引
き
、
八
チ

i
ム
に
分
か
れ
て

レ
ク
パ
レ

l
大
会
を
行
い
ま
し

た
。
好
プ
レ

l
、
珍
プ
レ
!
の
連

続
に
笑
い
が
絶
え
ず
、
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
~

正
、
大
会
終
了
後
に
は
、
懇
親

会
を
行
い
、
会
長
問
の
交
流
が
図

植松グラウンドゴjレフ

村
で
は
、

I
T
(
惜
報
技
術
)

革
命
の
恩
恵
を
受
け
る
た
め
に
、

交
付
金
に
よ
り
パ
ソ
コ
ン
講
別
山
会

を
開
催
し
ま
す
。

内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
が

計
定
で
す
の
で
、
詳
細
は
受
講
者

と
な
ら
れ
た
方
々
例
別
に
お
知
ら

せ
致
し
ま
す
。

な
お
、
講
習
は
無
料
で
す
が
十

一
年
度
の
希
明
書
が
多
い
場
合

は
、
先
着
締
切
り
と
し
、
次
点

(
二
十
一
人
目
)
の
方
か
ら
は
十

三
年
度
に
優
先
し
て
受
講
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

十
二
年
度
予
定
内
容

《
講
習
会
場
》

公
民
館
一
階
大
会
議
室

坂本レク/~レー大伍

ら
れ
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
楽

し
い
日
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
色
、
会
員
(
ス
ポ
ー

ツ
人
口
)
が
増
え
、
体
力
向
上
、

健
康
増
進
を
目
的
と
し
、
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

《
期
間
》

平
成
卜
一
二
年
二
月
;

《
時
間
・
回
数
》

十
二
時
間

《
募
集
人
員
》

成

人

二

十

名

《
講
習
内
容
》

機
器
操
作

電
子
メ
ー
ル
の
送
受
信

ホ

l
ム
ペ

l
ジ
の
検
索

(
ヱ
ク
セ
ル
、
ワ
l
ド
は
対
象
外
)

《
申
込
方
法
》

行
政
委
員
さ
ん
を
通
じ
て
配
市

い
た
し
て
お
り
ま
す
、
「
ハ
ソ
コ

ン
講
習
受
講
申
込
書
」
に
よ
る

《
申
込
先
》

公
民
館
ま
で

《
締
め
切
り

E
》

平
成
十
二
年
十
-
一
月
十
五

H
(金
) レクバレーでハッスル

「人権擁護委員s 川

無料相

~ 
嵐踏圃島袋綴懇務感夜鶏餌

松山地方法務局大洲支局及び大洲人権極護委員協議会で

は、人権問題・その他種々の問題でお困りの方々から、気

易く利用していただく相談所とする体制を整え、もって人

権擁護委員が法務局に常駐して地域の皆様からのご相談に

応じる{本制を図ることと芸文しました

相談は無料で、秘密は固く守られます。

くださいι

※人権抑議委員が自宅にて相談に応じる従米の姿勢に変更

はありませんので、念のため申し添えますη

のご案内

お気軽にご相談

(ただし、休日は除く)

[常駐日}

毎週 月・水・金の適3日

[常駐時間]

午前9時から午後4時まで

{常駐場所]

大洲市田口甲2022番地18

松山地方法務局大洲支局人権相談室

T E L (0893) 24-4155 

平成12年度から、保険税を納めていない人に対する滞納他民が徹底
5 されることになりましたっ保険税を納めないと、滞納分の保険税をあ
i とでまとめて支払うことになったり、病気やケガをしたときの伝療費
が全書自白己負担になるなどの厳しい措置がとられ、結局困るのはあな
たや家族です。このようなことになる前に必寸保険税を納めましょう

保険税を滞納するとこんなことになります l

醤涯をうけたり、延滞金が加算されたりする場合がありぎす。
①有効産闘が煙い「短期被保除者証」を交付する場合があり天すc
す1:年間滞納すると、保険証を返していただき、「被保険者資格証
明書」を交付します。(このとき、いったんかかった医事長費の全額を支
担、うことになります ) 
④ 1年5か月間滞納すると、宣言俣の給付の全郊または 部が差し止
められます。
去さらに滞納が続くと、園保の給付(療護費、高額僚養費、山広育児一
時金、葬祭費など)の余Mi".jまたは一部を滞納している保険税にあて
ることになります。
・そのほかに、財産の乏し押さえなどの滞納処分を行う場合があり
ます。

女40歳~64歳の人(介護保険の第 2 号被保険者)が滞納すると、介
護保険の給付の一時差し止めや介護サービスを利用するときの給
付割合を引き下け、るなどの滞納措置がとられます。
女老人保険で医療をうけている高齢者や公費負担医療をうけている
人が同じ世帯にいる場合は、家族に交付する「被保険者資格証明
書」とは別に保険証を交付します。
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二̂

って明るい未来に

わ7P 平成12年11月25日(5) 

河
辺
小
学
校
を
全

体
会
場
と
し
て
、

『
勇
気
を
も
っ
て

明
る
い
未
来
に
」
の

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
、
第
七
回
「
河

辺
人
権
の
つ
ど
い
』

が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
小
・
中
学

生
を
は
じ
め
と
し

て
、
村
内
各
種
団
体

よ
り
人
権
尊
重
の
村

づ
く
り
を
目
指
す
二

四
O
名
が
一
堂
に
集

い
ま
し
た
。
午
前
中

は
、
小
学
校
、
中
学

校
そ
れ
ぞ
れ
で
人
権

教
育
の
視
点
に
立
っ

た
授
業
が
公
開
さ

れ
、
学
校
教
育
で
の

取
り
組
み
に
つ
い

て
、
多
く
の
方
々
が

理
解
を
深
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
授
業
終授業風景

了
後
は
、
懇
談
会
が
持
た
れ
、
熱

心
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
全
体
会
で
は
、
開

会
行
事
に
引
き
続
き
、
人
権
作

文
・
意
見
発
表
、
人
権
標
語
発
表

が
行
わ
れ
、
身
近
な
人
権
問
題
に

つ
い
て
改
め
て
考
え
る
機
会
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

人
権
講
演
会
・
落
語
で
は
、
落
語

家
の
立
花
家
千
橘
氏
を
講
師
に
迎

え
、
『
小
さ
な
、
小
さ
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
』
と
題
し
た
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
た
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ご
自
身
の
体
験
を
も
と

に
、
「
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
初

め
て
、
相
手
の
痛
み
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
」
、
「
私
た
ち
は
、
相

手
を
理
解
し
な
い
ま
ま
見
か
け
だ 懇談会の様子

け
で
人
間
性
を
判
断
し
が
ち
で
は

な
い
か
。
」
、
「
私
た
ち
は
、
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
相
子
を
傷
つ

け
て
い
る
。
」
等
、
普
段
見
過
ご

し
が
ち
な
こ
と
に
改
め
て
気
づ
か

せ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
な
気
が
し

土品
Y

レ#~。

今
回
の
つ
ど
い
を
き
っ
か
け
と

し
て
、
も
う
一
度
私
た
ち
の
身
の

回
り
に
存
在
し
て
い
る
問
題
点
を

見
つ
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

交
μi彊
Jl衰
レ金

ド

便ミむ

河
辺
小
学
校
児
童
に
よ
る
交
通

安
全
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
が
植
松
地
区

人権標語発表

ワ
滝 i
まオ
つンo !! 
@ 

人権落語

川
土
地
区
で
三
杯
谷
の
滝
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

例
年
に
も
増
し
て
、
村
内
外
か
ら

大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
き
じ
鍋
、
お
に
ぎ

り
、
あ
ま
酒
が
無
料
で
振
る
舞
わ

れ
大
盛
況
で
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ

大
会
の
外
、
辰
本
社
中
チ
ビ
ッ
コ

舞
踊
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
次
々
と

繰
り
広
げ
ら
れ
る
か
わ
い
ら
し
い

チ
ビ
ッ
コ
達
の
舞
に
観
客
ら
は
感

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
パ
レ
ー

ド
は
「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

期
間
中
、
村
民
へ
の
交
通
安
全
意

識
の
高
揚
と
交
通
事
故
防
止
を
呼

び
か
け
る
も
の
で
、
全
児
童
が
元

気
に
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
終
了
後
「
交
通
ル

l
ル

を
守
っ
て
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
」
と
河

野
助
役
が
あ
い
さ
つ
し
記
念
品
が

贈
ら
れ
た
あ
と
、
児
章
全
員
が

「
交
通
ル
1
ル
を
守
り
ま
す
。
」
と

力
強
く
誓
い
ま
し
た
。

守ろう l交通ルル

入、ヒトひと

心
し
て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
つ
り
の
最
後
に
は
、
も
ち
ま

き
も
行
わ
れ
、
秋
晴
れ
の
下
終
始

和
や
か
な
一
日
で
し
た
。



(6) ミ̂

河
辺
中
学
校
で
恒

例
の
文
化
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
龍
馬
脱

藩
の
道
を
歩
い
て
お

ら
れ
る
冒
険
家
・
河

野
兵
市
さ
ん
が
来
校

さ
れ
「
二
十
一
世
紀

に
か
け
る
夢
」
と
題

し
て
、
ス
ラ
イ
ド
を

交
え
な
が
ら
講
演
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
実
体
験
に
基

づ
く
説
得
力
の
あ
る

内
容
で
、
今
教
育
現

場
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
「
生
き

る
力
」
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ

る
内
容
で
、
大
変
貴
重
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

生
徒
は
放
課
後
や
家
で
準
備
し

て
き
た
、
コ
ー
ナ
ー
別
活
動
で
様
々

な
催
し
物
を
開
催
し
、
ま
た
、

P
T

A
主
催
の
不
要
品
販
売
は
、
数
分

で
売
り
切
れ
る
程
大
盛
況
で
し
た
。

生
徒
会
中
心
の
文
化
祭
で
は
あ
り

ま
す
が
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々

に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平成12年11円25日

おもいツ的轄!zz
わカヨ第 140号
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川
土
地
区
小
学
校

陸
上
競
持
大
会
が
肱

川
町
民
グ
ラ
ン
ド
に

お
い
て
行
わ
れ
ま
し

た。
子
ど
も
た
ち
は
、

「
よ
り
速
く
、
よ
り

高

く

、

よ

り

遠

く

ヘ
」
を
目
標
に
全
力

を
出
し
て
が
ん
ば
り

ま
し
た
。

瞳上競技大金
(
一
位
)

伺

m
ハ
ー
ド
ル

(
二
位
)

ω
m走
l
o
o
m定

走
り
幅
と
び

走
り
高
と
び

削

m
ハ
ー
ド
ル

走
り
高
と
び

ボ
1
ル
投
、
げ
中
津
由
貴
子

松
田
英
明

10 
秒
9 

五
頭
武
広

漬
本
音
一
久

五
頭
武
広

潰
本
貴
久

塚
野
静
香

塚
野
静
香

9
秒
5

5
小

ri

--エ小
'
r
t

3

m
九

1
m
m
 

1
i
小
夕
、
J
3

1
1
4求

T
〈
〈

l
m
u
 

円

i

1

Q
り

つ
J
E
-
- みんなで練習しました

L_ーーーーーーーーーーーーー-------------------周司----
(
三
位
)

1
0
0
m
走
松
田
英
明

男
子
4
0
0
m
リ
レ

l

松
田
・
五
頭
・
清
水
・
漬
本

4
年
以
下

ω
m走有
友
由
紀

4
年
以
下

l
o
o
m走

有
友
由
紀

ま
た
、
十
月
十
七
日
に
行
わ
れ

た
郡
大
会
で
、
中
津
由
貴
子
さ
ん

が
ボ

l
ル
投
げ
で
三
位
に
入
賞
。

中
津
由
貴
子
さ
ん
、
五
頭
武
広
君

が
県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。 ロJ

よ
明
ノ

7
f

t
i千
K
午』

r

i

Q
U
小
グ

1
y

nb
エ
↑
(
に

10 
秒
「
J 

ウ

i
小
布
ノ
ご
〕

1
i
'水川
l
f
、 キラリと輝く汗

ゃね践し議官

ずらりと賞状

ふ
る
さ
と
に
望
む

柿色
原市
保

嘉文皇
品子出
出城但

身己主

「
ふ
る
さ
と
」
、
と
い
う
言
葉
か
ら
は
色
々
な
事
が
思
い
出

さ
れ
ま
す
が
、
三
年
前
の
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
事
が
一
番
に

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

七
十
歳
を
過
ぎ
た
両
親
と
、
お
ば
さ
ん
と
四
人
で
河
辺
の

秋
祭
り
を
見
に
帰
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。
私
は
中
学
生
の
時

以
来
で
す
の
で
、
楽
し
み
で
わ
く
わ
く
し
て
お
り
ま
し
た
。

お
祭
り
は
と
て
も
に
ぎ
や
か
で
、
忘
れ
て
い
た
伝
統
芸
能
の

す
ば
ら
し
さ
を
思
い
起
こ
す
事
が
で
き
、
穏
や
か
で
幸
せ
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
つ
つ
、
河
辺
を
後
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
鹿
野
川
近
く
ま
で
帰
っ
た
時
、
私
の
パ

ッ
ク
が
無
い
こ
と
に
気
が
付
き
、
車
の
中
は
パ
ニ
ッ
ク
状
態
、

あ
の
楽
し
か
っ
た
空
気
は
一
一
瞬
に
し
て
か
き
消
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
と
に
か
く
車
を
駐
車
し
て
い
た
所
ま
で
引
き
返

す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
外
は
薄
暗
く
不
安
な
気
持
ち
で
戻
っ

た
と
こ
ろ
そ
こ
に
は
、
大
き
な
厚
紙
、
が
掲
げ
て
あ
り
ま
し
た
。

「
パ
ッ
ク
は
、
預
っ
て
い
ま
す
。
取
り
に
来
て
下
さ
い
。
」
と
、

地
図
も
書
か
れ
て
ま
し
た
。
こ
の
時
の
嬉
し
か
っ
た
こ
と
、

絶
対
忘
れ
ま
ぜ
ん
。
松
山
で
置
き
忘
れ
た
場
合
、
パ
ッ
ク
は

一
戻
っ
て
こ
な
い
で
し
ょ
う
。
け
れ
ど
河
辺
で
は
、
落
と
し
た

パ
ッ
ク
が
私
の
も
と
に
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
あ
の
時
拾
っ
て

頂
い
た
お
ば
ち
ゃ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

河
辺
の
人
の
温
か

さ
、
優
し
さ
を
膚
で
感

じ
た
時
の
こ
と
を
今
で

も
時
々
思
い
出
し
ま

す
。
私
の
「
心
の
ふ
る

さ
と
河
辺
」
、
益
々
の

ご
繁
栄
と
皆
様
の
ご
多

幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
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柏
松
地
区
で
ほ
、

今
午
度
か
ら
栄
養
教

室
を
行
っ
て
い
ま

す
。
十
月
十
六
日
に

布
わ
れ
た
教
室
で

は
、
は
じ
め
に
、
保

健
婦
よ
り
(
ひ
ざ
の

痛
み
に
さ
よ
う
な
ら

元
気
に
年
を
重
ね
ま

し
ょ
う

H
」
と
い
う

テ
l
マ
で
軽
い
運
動

を
交
え
な
が
ら
お
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
骨
を
強
く
す
る
カ
ル
シ
ウ

ム
た
っ
ぷ
り
の
食
事
を
み
ん
な
で

作
っ
て
誠
食
を
し
ま
し
た
。
食
事

わ力、

@)  

本
年
よ
り
二
年

間
、
「
体
力
つ
く
り

運
動
推
進
地
域
事

業
一
の
指
定
を
受
け
、

体
力
つ
く
り
運
動
の

定
着
と
生
活
化
を
凶

っ
て
い
く
第
一
回
目

の
行
事
と
し
て
、
グ

平成1211"-11月25日

雨!雨!!雨!!!/7¥
大会延期 υ

(7) 

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
を
農
業
構
造
改

善
セ
ン
タ
ー
で
実
施

し
ま
し
た
。
あ
い
に

く
の
雨
に
よ
り
、
犬
会
そ
の
も
の

は
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

県
協
会
理
事
長
さ
ん
の
実
践
を
伴

う
丁
寧
な
ご
指
導
を
唄
き
、
参
加

さ
れ
た
方
々
は
熱
心
に
耳
を
傾
け

ほ
毎
日
欠
か
せ
な
い
も
の
で
、
生

活
習
慣
病
に
も
深
く
関
わ
り
が
あ

り
ま
す
。
み
な
さ
ん
と
楽
し
く
交

流
し
な
が
ら
、
健
一
時
つ
く
り
に
役

立
て

τい
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
日

て
お
ら
れ
ま
し
た
c

日
頃
の
締
羽
自

で
感
じ
た
質
問
も
た
く
さ
ん
出
、

そ
れ
ぞ
れ
に
解
答
を
頂
き
ま
し

た
c

こ
れ
に
よ
り
、
練
習
も
進
み
、

技
に
一
回
磨
き
が
か
か
る
こ
と
ど

思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
山
抑
留
が

ん
ば
っ
て
下
さ
い
ね
。

心も休も元気に11

小
居
、
三
蛇
神
社
の
地
方
祭
に

参
加
し
、
一
緒
に
お
み
こ
し
を
担

が
せ

τ頂
き
ま
し
た
。

体
力
つ
く
り
事
業
第
一
一
弾
は
、

幻
世
紀
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
す
こ

左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
た
く
さ
ん
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

日

合時

2河平
km辺成
、本す 13 
4公年
km民 1
館月
6 前 14
km 9 日
時(日)

集コース

技を学びたい!!

な
お
、
荒
天
の
場
合
は
、
河
辺

小
学
校
体
育
館
で
、
キ
ン
ボ
l
ル、

ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
実
施
し

ま
す
。
又
、
大
会
終
了
絞
、
大
き

い
鍋
で
、
七
草
鳴
を
作
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

~:~ ':~ :::~ ::::日ド************************ネキ::::::::::::::!:::::!:::::!::::::'ネ::::::::::::*::::::::::<::::::::::::~:::ホ

き 何かがわかる! 何かがかわる!! 謹書長 j 
・.

i;地域づく D講演会ぷ存?
侍 ーー~. ，・ 7~

ij ドキドキワクワクおもしろづくり- 3 
5 詰師和田芳治 写
、 過疎を逆手にとる会家元(広島県総領町教育長) ~~ 
演題 「花を華にする」

日時半成12年12月4円(月) 14:00ー す

支 会場 河辺村某幹集落センター 1 F会議室
(河辺村役場隣)

5参加費無料 み a g 
考~ ~人暮

雲間合せ・申込先 茎嘆き~ ~雪 雲

寺 河辺村教育委員会社会教育謀 手-ZUJ 3 
TEL 0893-39-2111 寄りり さ

~ FAX 0893-39-2115 ? ι¥ 支
明デ，)¥，，J

一一 .一司

主催;河辺村 ~Vフ

(財)えひめ地域政策研究センタ- ~出 号
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ワッショイ!!

い園田回四国吋悶町百;J_混同園調守

わり学習第3弾

r動く
えひ妨ごと志ぬ城J
がやっτ〈る 11

「酒田~ 0 ー圃

とき

ところ

ないよう

平成12年12月3日(臼)午前10時30分~

河辺小学校体育館

児童厚生買によるゲーム等

劇団による人形劇等上演

無料

βι 

さんかひ

さむさに曹ける捗 1
li九三にお九培・r:efii送車ろ !l
主 催:河辺村・えひめこどもの城

お間合せ先:河辺村公民館 (s39-2111) 
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開
疋
よ

D

平成12年11H 25日

今
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
も
い
よ
い

よ
残
り
少
な
く
な
り
、
何
と
な
く
気

ぜ
わ
し
い
時
期
と
な
り
ま
し
た
が
、

皆
川
怖
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。

さ
て
、
今
回
は
前
回
に
引
き
杭

き
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
中
心
と

し
た
風
邪
の
対
処
法
に
つ
い
て
述

べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
診
療
所
で
も
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
接
種
を
実
掘
し
て
い

ま
す
3

確
か
に
予
防
拡
種
に
は
、

感
染
率
一
の
低
下
・
症
献
の
軒
症
化

な
ど
の
効
果
が
認
め
ら
れ
ま
す
が
、

予
防
接
種
の
み
で

1
0
0
%感
染

を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
大
切
な
の
は
、
ま
ず

「
予
防
」
。
ウ
イ
ル
ス
を
寄
せ
つ
け

な
い
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
ほ
、

⑦
人
ご
み
は
な
る
べ
く
避
け
る

②
マ
ス
ク
を
着
用
す
る

③
外
出
後
は
手
洗
い
・
う
が
い
を

す
る

④
過
労
・
不
規
則
な
生
活
を
避
け
る

な
ど
で
す
c

そ
れ
で
も
不
幸
に
し
て
感
染
し

て
し
ま
っ
た
場
合
、
ど
う
す
る
か
。

前
回
も
書
い
た
通
り
、
ウ
イ
ル
ス

に
対
す
る
治
療
薬
ほ
今
の
と
こ
ろ

存
在
し
ま
せ
ん
。
白
分
の
体
が
ウ

イ
ル
ス
と
戦
っ
て
作
る
「
抗
体
」

と
呼
ば
れ
る
免
疫
力
が
、
唯
一
強

/'( わか第 140号

h

川
な
武
器
と
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

自
分
の
体
が
杭
休
を
作
り
、
ウ
イ

ル
ス
を
ね
じ
ふ
せ
る
ま
で
、
で
き

る
だ
け
体
力
を
渦
存
す
る
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。

こ
の
場
合
の
具
体
策
は
「
保

温
@
保
湿
・
安
静
・
水
分
摂
取
」

に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
じ
付
光
熱
や

脱
水
な
ど
で
状
態
が
悪
く
な
っ
た

忠
者
さ
ん
に
は
、
適
宜
投
薬
や
点

滴
な
ど
の
処
量
が
必
要
な
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
咳
や
疾
な
ど

の
呼
吸
器
症
状
が
あ
ま
り
に
ひ
ど

か
っ
た
り
、
判
℃
以
上
の
発
熱
・

意
識
障
害
・
け
い
れ
ん
な
ど
が
み

ら
れ
た
場
合
ほ
、
伸
明
火
火
や
脳
炎
が

疑
わ
れ
ま
す
の
で
、
至
急
医
療
機

関
に
受
議
・
連
絡
し
て
下
さ
い
。

昨
年
よ
り
話
題
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
治
療
薬
に
つ
い
て
は
、
一
発

注
早
期
に
投
与
す
れ
ば
重
症
化
を

防
ぐ
効
果
あ
り
」
と
い
う
被
告
で

す
。
受
験
ぞ
重
要
な
仕
事
な
ど
、

寝
込
ん
で
い
ら
れ
な
い
万
々
は
御

連
絡
ド
さ
い
。

グ

iajごんにちi害保健慨すioj
f;;;J-J --ほほえみは回復薬!~ 四

欄 :5Q周年を祝う集いレホ二一ト!!模会燃物のは

10丹之8日に行われたイペントでは、

タンプラリーを行いました。

今年もたくさんのみなさんにご参加いただき、 198人の方f}'

健康達人への道を極められました。昨年より約60人も多くの方
にご参加し1ただきました。

スタンプラリーのコーナーに位、食生活をデーマにした健康

クイス、コーナー、由圧コーナー、体脂肪測定コーナー、介護用

晶コーナ←、骨のコーナ があり、どのコ ナーにもたくさん

の方が訪れでくださいぎした。

コ ナ を訪れたみなさんの元気な笑顔がとっても印象的で

した。そして、「血圧を測ってもらおうと思つでー JI体脂肪が
気になってーJと体を気遣ったみなさんの声がたくさん聞かれ
ましたの元気に年を重ねていきたいとし1うみなさんの思いが伝

わってきました。また、クイズコーナ の最後にあコたゲーム

は、子どもさんにも楽しん

でもらえたようです。何度

も、訪れてくれる子どもさ

んもいらっしゃいました。

なお、参加費が不足し、

ご迷惑をおかけしましたこ

とをおわび申し上げます。

最強に、来年もみなさん

の元気な笑顔にたくさん会

えますように!! 

3暗で健康達人への遣ス

日目和40{1二から平成12年までの河辺村の全人口に市め
る 15員長以下・ 16~64歳・ 65歳以 1-_の割合の推移をご紺

介します。
このグラフを見ますと、医療の進歩による寿命の伸
びと、 m生数の低下がはっきりとわかります。
なお、このグラフに使用したデータは、平成12年は住
民主本台帳。それ以外は国勢調査によるものです。

韓

100 80 

昭和40年

昭和45年

昭和50年

昭和55年

平成2年

平成7年

平成12年

この行予Ij!!どうです

仁コ 65歳以上人ロ仁コ 15歳以下人口仁コ 16~64歳人口
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取
援
の
は
;
守
山
で

「
安
心
は
、
し
っ
か
り
点
検
・

確
認
か
ら
」

ひ
と
冬
を
い
っ
し
ょ
に
す
ご
す

ス
ト
ー
ブ
で
す
。
使
い
始
め
る
前

に
必
ず
点
検
整
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

火
が
つ
き
に
く
か
っ
た
り
、
変

な
臭
い
が
し
た
り
、
少
し
で
も
異

常
が
あ
れ
ば
使
わ
ず
に
お
屈
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ス
ト
ー
ブ
を
置
く
場
所

の
周
り
に
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

カ
ー
テ
ン
や
ふ
す
ま
に
近
す
ぎ
な

い
か
、
棚
か
ら
物
が
落
下
す
る
恐

れ
は
な
い
か
、
安
全
に
使
用
す
る

た
め
の
確
認
も
お
願
い
し
ま
す
。

給
油
守
る
議
議
機
注
意
点

面
倒
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
火
を

つ
け
た
ま
ま
給
油
す
る
こ
と
は
大

変
危
険
で
す
。
給
油
す
る
前
に
は

ス
ト
ー
ブ
の
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

給
油
の
あ
と
は
、
燃
料
タ
ン
ク

の
キ
ャ
ッ
プ
を
き
ち
ん
と
閉
め
た

か
ど
う
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
と
灯
油
の
入

れ
間
違
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

(9) 

救急Aリゴタター

愛
妓
県
消
防
防

災
航
空
隊
と
大
洲

消
防
署
が
協
力
し

て
、
去
る
十
月
ト

一
一
日
に
消
防
防
災

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

(
以
下
「
防
災
ヘ

リ
」
と
い
う
。
)

に
よ
る
救
急
患
者

搬
送
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
、

防
災
ヘ
リ
を
利
用

し
た
救
急
業
務
を

実
施
す
る
に
あ
た

り
、
そ
の
有
効
性

や
実
災
害
の
場
合

に
ど
の
よ
う
な
関

デ
ビ
ッ
ド
先
生
を
詰
師
に
迎

え
、
毎
遇
水
曜
日
、
英
会
話
レ
ッ

ス
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
参

加
さ
れ
た
い
方
、
詳
し
く
お
知
り

に
な
り
た
い
方
は
公
民
館
ま
で
。

題
点
が
生
じ
る
の
か
を
検
証
(
調

査
)
し
、
今
後
の
運
用
方
針
と
す

る
た
め
行
っ
た
も
の
で
す
。

訓
練
の
概
要
は
、
大
洲
市
喜
多

郡
内
で
交
通
遠
隔
地
と
予
想
さ
れ

る
河
辺
村
の
北
平
地
区
で
、
緊
急

に
耕
送
を
必
要
と
す
る
傷
病
者
が

発
生
し
た
と
の
想
定
に
よ
り
直
ち

に
防
災
ヘ
リ
の
出
動
要
請
を
行

い
、
川
上
文
署
の
救
急
隊
が
現
場

か
ら
臨
時
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
指
定
さ

れ
て
い
る
河
辺
中
学
校
ま
で
、
防

災
ヘ
リ
が
大
洲
市
若
宮
の
河
川
防

災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
、
大
洲
消

防
署
の
救
急
隊
が
救
急
病
院
ま
で

の
搬
送
を
検
証
(
調
査
)
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
通
常
の
救
急
車
に

よ
る
活
動
で
あ
れ
ば
、
病
院
収
容

〈
総
務
課
〉
課

長

高

木

昭

(
学
校
教
育
課
長
)

玉

井

縁

(
総
務
課
長
補
佐
)

谷

本

寿

幸

総
務
課
係
長
兼
務

王

幹

課
長
補
佐

〈
住
民
課
〉
課
長
補
佐

高
橋
サ
ヱ
子

住
民
課
係
長
兼
務

寺

野

裕

明

(
住
民
課
主
事
)

英語で自己紹介

主

査

〈
産
業
建
設
課
〉

主

任

石

浦

陽(
産
業
建
設
課
主
査
)

ま
で
の
所
要
時
間
が
約
一
時
間
コ
一

十
分
の
と
こ
ろ
、
防
災
ヘ
リ
と
の

連
携
に
よ
る
活
動
で
は
約
一
時
間

十
分
で
傷
病
者
を
搬
送
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

河
辺
村
で
は
、
特
に
災
害
な
ど

に
よ
る
重
症
患
者
の
発
生
時
に

は
、
非
常
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

〈
出
納
室
〉
室

長

谷
本
宣
田
英

(
出
納
室
係
長
)

奥
平
美
香
江

(
山
川
納
室
主
査
)

主

任

〈
学
校
教
育
課
〉

課

長

上

野

富

雄
社
会
教
育
課
長
兼
務

〈
議
会
事
務
局
〉

局

長

新

田

義

和

(
か
わ
か
み
荘
事
務
長
)

〈
か
わ
か
み
荘
(
出
向
)
〉

事

務

長

智

葉

雅

敬
(
住
民
課
長
補
佐
)

募
集、 7

田翼民
中員出紹

:介弘
クランドに防災へリ着陸11

も
っ
と
多
く
の
年
金
を
受
け
取

る
た
め
に
は
・
・
・
7

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
み
の
厚
い
給

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
平
成
三
年
に
「
国
民
年
金
基
一

金
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金

(
老
齢
基
礎
年
金
)
に
上
積
み
す

る
た
め
の
公
的
な
年
金
で
、
自
営

業
者
な
ど
の
第
一
号
被
保
険
者
が

任
意
に
加
入
す
る
も
の
で
す
。

加
入
は
、
口
数
制
に
な
っ
て
お

り
、
掛
金
は
加
入
時
の
年
齢
に
応

じ
て
異
な
り
ま
す
が
、
脱
退
ま
で

同
じ
掛
金
を
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
加
入
期
間
中
に
口
数

の
増
減
が
で
き
る
な
ど
、
弾
力
的

に
設
計
さ
れ
て
い
る
公
的
な
年
金

で
す
。
国
民
年
金
基
金
は
、
掛
金

の
金
額
が
社
主
保
険
料
控
除
の
対

象
に
な
り
、
所
得
税
や
住
民
税
を

大
幅
に
節
税
で
き
、
こ
れ
が
民
間

の
個
人
年
金
と
の
最
大
の
遣
い
で

す。
詳
し
く
は
、
福
祉
課
、
国
民
年

金
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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年
末
年
始
の
全
国
交
通
安
全
運
動
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河じ 12 月 1 月

辺バめ 1 

努lて 2 
「動くえひめこどもの城J 3 

宝スの 地域づくり講演会・健康相談 4 御用始め・年賀交歓会

物 7J 5 健康相談

国木 植松 イ
乳幼児健診 6 

か楓えでちゃん 吉野 玲れい奈なちゃん
7 

高木 定期税務相談(大洲商工会館) 8 
9 小・中学校3学期始業式

吉な復いす球北さのや吉華
分館対抗レクバレー大会 10 心配ごと相談

村感活りる場海れ強い村や 『 込山3態4uju 
心配ごと相談 11 

選動をハ重で道て打ま選か読届 .. 12 定期税務相談(大洲商工会館)

手を遂ピ傷ひ遠いです手な売 13 

が与げリをざ征ま将かをプジい て 14 21世紀河辺村マフソン大会
、え、の負ののし来 。覚 レャ込 15 

テま視末いじ際ちの彼え lィん .. 16 
17 

ビた者奇し帯札さ番、いしンら .. 18 
の 。に跡たを幌」を持らてツ 19 
あそ大的 。切円ワZ 期 ~ Lーち つい 20 
るのきな長断山が、侍前したで 制) 「村議会定例会 21 

22 健康相談

す lそなム電乙ツのれい朝ジ星 てト
23 

24 
まムれ衝・車ろのもかかかャ 』 彼い l

小-中学校2学期終業式・心配ご
先・は撃メのが ー のらけらイをはまク 25 心配ごと相談・行政相談
立メ、をイ中、員と十て晩ア見、し番 と相談・行政相談・健康相談

ちィ 一 受 トで練とな数いまンてテ セ組
26 

』 ト緒けの談 習な り年たでツ、レ で 27 

を にた姿場り、後そ、に幼ビ 乙 御用納め 28 

し量移そを手へま ジ、うボあいの ん 29 

て 動ぅ見 移 しヤ夢で I.;.こ「 な 30 

な ー すでてる動たイがすル与ろ巨 話 31 
か人るす大チす 。ア現 。をれか人 を

未定 エアロビ教室
つ もチ 。き lるとン実そ追、らの し

切感がか 茅 常に伝ゃ いいののた
(で性でし盾生しわ回私たて中星か
河Zをきい 活てつりたと「で 』 ら
辺 。磨るこ与をしてのちいっ、でだ
村 いよとい営まく人はうま選は つ
同 てう 』 るんいる々、勺先手、た
和 いににこでが情かマ lγ 立達移の
書 く、気といち報らス:。ちが動手
乙日づ 』 くでを ー メ 』 油す

協 と頃くや中す鵜方デ を汗る 」
警 がかこ 『 。呑的イ しを 電巨
さ 大らとおで日みにア てか車人
t.. f 11: 11 <<...・...畠111111111今111111111'1111111111111111111111111自... 唆度
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消
息
至自

12 12 

11 9 

10 11 

女
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

福
見
光
子
(
宮

角
藤
喜
代
重
(
川

崎谷

刊ゆ歳
沌
歳

1，385 (ム 19)

1，403 (ム 37)

1，418 (6 52) 

1，445 (ム 79)

1，482 (ム116)

人のうごき
(平成12年11月1日現在)

世帯数 528戸
男子 671人

女子 695人
計 1，366人

H 11.11. 1現

H 10.11. 1現

H 9.11. 1現

H 8.11. 1現

H 7.11. 1現


